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中村 博生市長

くまもと企業版ふるさと納税対象プロジェクト

　第2期「八代市まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、
「Society5.0」の実現に向けた動きや、AIやICTをはじめとす
る先端技術の活用とともに、制度や政策、組織の在り方など
も変革していく、本市全体のデジタル・トランスフォーメー
ションとも連動し、地域課題の解決を図り、また、「SDGs」の
理念を踏まえ、誰1人として取り残さない持続可能なまち
づくりを進めてまいります。

第2期「八代市まち・ひと・しごと創生総合戦略」

人と企業に選ばれるまち
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2021年度～2024年度

総人口… 119,330人　男…55,533人　女…63,797人　世帯数…50,336世帯
〈人口構成比〉　15歳未満…11.5％　15～64歳…53.1％　65歳以上…35.3％

寄附
御礼

・贈呈式開催（首長出席、寄附額200万円以上）
・感謝状贈呈（寄附額100万円以上）・地公体広報誌掲載 ・視察受入・ＨＰ掲載
・功労者表彰推薦 ・その他・紺綬褒章推薦

　本市の人口動態は、外国人労働者の転入超過により社会
増となってはいるものの、多くの若者が進学や就職の機会
を捉え市外へ流出している状況です。若者等の定着・移住
を促進するとともに、関係人口の創出など人口減少時代に
対応、また、増加する外国人市民が暮らしやすく、外国人観
光客が訪れやすい環境を整え、持続可能なまちづくりを推
進する必要があります。

寄附の
具体的な
メリット

10万円～市ふるさと納税HPへの記事掲載
100万円～市広報誌への記事掲載
200万円～感謝状贈呈式を開催（地元報道機関へのプレスリリースを実施）
※寄附企業様とのご縁を大切にして参ります。

アプリを活用したモビリティ・ハブ実証実験

総事業費 ─ 寄附目標額　─

数値目標 ●住み続けたいと思う市民の割合
●人口社会増減率

…… 76.8％→80.0％
………………… △0.26％→△0.20％

●その他の寄附事業に関しましては、最寄りの肥後銀行までお問い合わせください。

寄附申出書の事業名選択時は「住みたいまち」を選択してください。

〈SDGs〉関連するゴール安全・安心で、持続的に発展するまち
“スマートシティやつしろ”

くまもと企業版ふるさと納税対象プロジェクト▶▶▶ 八代市

　八代港を活用する物流関連企業や農林水産物を取り扱
う企業等の誘致、くまモンポート八代を利活用した、クルー
ズ船受入れ等による市内全域の活性化が求められていま
す。「国際旅客船拠点形成港湾（くまモンポート八代）」が整
備されたことにより、物流機能と人流機能を最大限に発揮
できるようになった県内最大の貿易港である「八代港」のさ
らなる利用を促進し、本市産業の活性化を図ります。

寄附の
具体的な
メリット

10万円～市ふるさと納税HPへの記事掲載
100万円～市広報誌への記事掲載
200万円～感謝状贈呈式を開催（地元報道機関へのプレスリリースを実施）
※寄附企業様とのご縁を大切にして参ります。

八代港コンテナヤード

寄附申出書の事業名選択時は「働きたいまち」を選択してください。

〈SDGs〉関連するゴール「八代港」の利用促進
～八代から県南への経済効果を！～

総事業費 ─ 寄附目標額　─

数値目標 ●八代港総取扱貨物量（年）
●クルーズ船寄港数（年）

…496万トン→646万トン
……………… 19回→100回

重点
プロジェクト

重点
プロジェクト

多様な担い手による防災の推進。防災・減災のための基盤整備。先進技術を活用した防災・
減災の推進。

災害に強く安心して暮らせるまちづくり

　スマート農林水産業の推進。新規就農者に対する支援。農林水産物のブランド確立・販路拡大。
稼げる農林水産業の推進

　航路誘致へのポートセールスと八代港を活用する企業の誘致。くまモンポート八代の利用促進。
クルーズ船による地域の活性化。

南九州のゲートウェイ「八代港」の利用促進

　結婚・妊娠期から子育て期にわたる包括的な支援体制の充実。子育て世帯の経済的負担の軽減。
子育て世帯の精神的負担の軽減。

安心して子どもを産み育てることができるまちづくり

南九州のゲートウェイ「八代港」の
利用促進

カテゴリー5 災害対策・防災 カテゴリー1
産業振興・企業誘致

　企業訪問等によるポートセールス、八代港
を活用する企業の誘致、くまモンポート八代
でのイベント開催や誘致による利用促進、く
まモンポート八代周辺施設との連携事業、広
域連携によ
る周遊ルート
の開発及び
PR活動など
が必要。

令和2年7月豪雨 くまモンポート八代

※データは令和6年7月発行、熊本県市町村要覧をもとに作成しております。

災害に強く安心して暮らせるまちづくり
　防災人材の確保・育成、
防災協力企業等の確保、
多様な避難先の確保、各
地域を結ぶ道路網の強靭
化、地域イントラの冗長
化、ICTやAIを活用した
防災情報の発信・収集体
制の構築、防災への新た
な技術の導入促進などが
必要。
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